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第

日

次

平

城

宮

発

掘

調

査

出

土

一
、木

簡
出
土
の
地
点
と
状
況

昭
和
犯
年
度
第
日
次
平
以
宮
発
抑
制
笈
に
お
い
て
2
ケ

所
の
土
扱
ω
ヌ
∞吋0
・

ω
穴
∞N
O

か
ら
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。

平
域
宮
の

発
侃
調
査
で
木
簡
が
検
出
さ
れ

た
の
は、

今
回、
が
3
度
目
で
あ
る。

す
な
わ
ち、

昭
和
初
年
1
月
に
m

〉
切
O
区

ω
穴
自
由

土
扱
か
ら
叫
点
出
土
し
た
の
が
円以
初
で
〈
そ
の
詳
細
は
「
平
以
・町出
発
旧抑
制
抗

報
告
五」

頁
回
以
下
に
報
告
し
た・

以
下
「
平
城
宮
報
告
R」

と
略
記
す
る
〉

第
2
回
は
、

昭
和
初
年
9
月
白

〉
回
O
区
ω
肘
ω
口
l
∞

井
戸
か
ら
2
点
が
検
出
さ
れ
て
い
る

(
こ
れ
に
つ
い
て
は、

「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
5
2」

に
簡
述
し
た)
。

し
か
し

今
回
発
見
さ
れ
た
木
簡
は、

総
計
約
y
u
o
o
点
を
か
ぞ
え、

内
容
的
に
も
世
話
な

も
の
を
含
み、

質
量
と
も
に
前
2
回
を
圧
倒
す
る
発
見
で
あ
っ
た
。

平
城
宮
の
木

簡
に
か
け
る
則
待
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う。

ω
同ハ
∞
寸
O

土
境
は、

第
2
次
内
哀
の
内
郭
築
地
四
郎
東
北
側
か
ら
北
約
制
m
に

あ
た
り、

内
裂
の

外
郭
内
に

位
置
す
る。

こ
の
土
抜
か
ら
担
点
の

木
簡
が
出
土
し

た。

現
地
表
か
ら
比
較
的
浅
い
土
扱
で
あ
る
た
め、

逃
物
の
践
存
状
況
は
良
好
で

は
な
か
っ
た。
山
土
木
削
に
は
紀
年
銘
が
な
く 、

土
搬
の
型
没
年
時
は
明
瞭
で
は

な
い
。

但
し
「
左
衛
士
府
」

と
記
さ
れ
た
簡
が
あ
る
か
ら、

左
勇
士
衛
と
官
名
を

改
め
た
天
一千
宝
字
2
年
8
月
か
ら
天
平
宝
字
8
年
9
月
の
刷
で
は
あ
り
得
な
い
。

2 

の

木

簡

r.:. �・、
ニ主ユ

研

歴

史

究

ω
同ハ
∞
M
O
土
搬
は
ω
穴
∞
叶
O
の
東
約
m
m
の
と
こ
ろ
に
あ
り、

第
2
次
内
裂
の
外

郭
内
に
あ
っ
て、

外
郭
東
商
築
地
よ
り
約
加
m
西
に
あ
た
る。

造
物
の
出
土
状
態

か
ら
み
て、

一

時
期
の
ご
み
楽
穴
で
あ
り、

そ
の
以
没
年
代
は
年
号
の
記
載
の
あ

る
も
の
の
約
8
割
が
天
平
口
年
4
月
か
ら
四
年
8
月
の
3
ヶ
年
に
か
た
ま
っ
て
い

る
か
ら、

天
平
四
年
8
月
を
あ
ま
り
へ

だ
た
ら
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る。

出
土

木
簡
の
総
点
数
は
E
S
点
で
あ
る。

昨
年
刊
月
公
刊
し
た
「
平
城
・山口
第
日
次
発

抑制
査
山
土
木
簡
概
報」

に
は
約
Y
80
点
と
し
た

が、

臨
認
総
数
が
こ
の
概
数
を
大
幅
に
う
わ
ま
わ
っ
た
の
は、

そ
の
後
の
木
質
泣
物
整
政
の

際
に
発
見
さ
れ
た
断
筒、

吊令
盤
郊
の
も
の
が
、

か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
た
め
で
あ
る。

一 、

木
簡
の
形
態
分
類

「
平
以
宮
報
告
冗」
で
示
し
た
ω
同NHU
出
土
木
簡
の
型
式
分
類
に 、

今
回
出
土

し
た
も
の
の
形
態
を
加
え
て、

左
に
あ
ら
た
め
て、

現
在
ま
で
の
木
仰
の
形
態
分

類
を
か
L

げ
る
と、
つ

ぎ
の
日
型
式
に

な
る 。

由
。
己
型
式、
短
附
形
の
も
の、

「
平
城
-B
報
告
買
」
白
2
型
式
に
あ
た
る
o

g
NH
型
式、

小
形
矩
形
の
も
の
。

g
N
N
型
式、

小
型
短
形
の
材
の
一

端
を
圭
一政
に
し
た
も
の
。



8
2
m一
式 、
長
方
形
の

M刊の
両
端
左
右
に
切り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

官
報
告
E
」
白
O
ω
型
式。

gωω
型
式 、
長
力
形の
材の一
端の
左
右に
切り
込み
をい
九
た
もの 。

以
官
報
告百」
O
E
型
式 。

g
ω
ω
型
式、

長
方
形
の

材
の
一

端
の

左
右
に
切
り
込
み

を
い
れ、

他山
捕
を
尖
ら

し
た
も
の
。

g
s
型
式、

長
方
形
の
材
の
一

端
の

左
右
に
凶
り
込
み
が
あ
る
が、

他
端
は
折

山
あ
る
レ
は

腐
蝕
し
て
不
別
の

も
の。

由。臼
m一
式 、
長
方
形の
材の一
端
を
尖
ら
し
た
もの 。
「
平
以
官
報
告立」
由。

印
刷.
式 。

g
m
u
別
式、

長
方
形
の

材
の
一

端
が
尖
っ
て、

他山
崎
の
形
態
が
不
明
の
も
の
。

8
2
m
式 、
用
途の
明
瞭
な
木
製
品
に
品
占の
あ
る
も
の
。

8
2
m
式、

あ
る
極
の
用
途
を
も
っ
と
抑
定
さ
れ
る
木
製
品
に
品
川
の
あ
る
も

の
で、

そ
の
用
途
が
判
然
と
し
な
い
も
の
c

由。
∞戸
別
式 、

折
川引 、

腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形の
判
別
し
な
レ
もの
。

同以
{片
山抑
止
口
百
」
凸
O
∞
刷
式。

8
2
凱
式、

削
り
M問、

「一
千
以
官
報
告
H
」
m
ou
m一
式。

「
平
城

ー「

平

一、

木
簡
の
形
状
と
内
aM什

ω
守ハ
ヨロ

出
土
木
簡

本
的
の
泣
存
状
況
は
わ
る
く、
総
点
数

日
点

の
う
ら、

完

形

ち
か
い
形
を
と
:
め
て
い
る
も
の
は
、

つ

ぎ
の
3
点
で
あ
る
。

(
山m
H)

「
刑
マ

石
次
口
口
」

(
白
OH
H
md
式)
、

し
く
土
そ
れ
こ

「
庄
術
士
附
」

(目
。
巴
刑一一
式)、

「
紫
莱
」

(
問。
ω
ω
別
式)

×
 

あ
と
は
、

断
聞
な
い
し
本
場一
附別
で
あ
る
が、

そ
の
な
か
に
は、

「・
:
二
一わ
六
斗

×

×

×
 

三
石
じ
礼1・
4
石
二
石

」

の
よ
う
に
殺
矧
(
?)

を
計
上
し
て
い
る
も
の、

「
山地

マ

訴
人
」

「
波
多
'市
凶
口
」

「
他
聞
床
足
」

な
と
人
名
を
記
載
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
。

人
名
記
伎
の

問
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
か
判
然
と
し
な
い
が、

あ
え

て
脳
測
す
る
な
ら
さ
き
の
「
左
術
土
府
」

の
簡
と
凶
連e
つ
け
て、

術
-a
の
仙川
ぷ引
を

HHH
き
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
お
も
わ
れ
る
。

ω
〒ハ∞NO

出
土
木
簡

形
状

さ
き
に
の
ベ

た
相
式
に
分
類
す
る
と、

圧
倒
的
に
多
い
の
は

g
E
m.
式

(
削
り
川)

で

当
日
点
(
臼
克)
、

つ
い
で
多
い
の
が
践
的
。本
主
で
原
形
不
明
の

も
の
(
g
∞H
m
式
)

が
宏
品
点
(
加
克)
、

こ
の
2
種
で
全
体
の
実
に
部
%
強
を
し

川

め
る。
さ
ら
に、

こ
れ
を
の

ぞ
く

問
。
点

恥

こ
つ
い
て
み
る
と、

こ
の
な
か

在FaE'
 
EE4

 
菜紫「hh

ー「

知伸門ω
次平城宮発
似調査川土の
木市川

(
M
M)
 

」
は
上
半
も
し
くは
下
半
が
欠
失
し
て
い

ttD�1 

が
白
山…
あ
る
か
ら

(
5
0
ω∞

烈
式、

て、

原
形
が
完
全
に
縫
認
で
き
な
い
も
の

5
0
m
u
 

型
式
)、

結
局
こ
れ
を
の
ぞ
く】
百
点
(
全

3 
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体
の
1
割
弱)

が
完
形
も
し
く
は
そ
れ
に
ち
か
い
形
状
を
と
いふ
め
て
い
る
の
で
あ

る。F'ヲ
釘』廿

帳
簿
類

〔π1
有1
tL 

]
}

)
 

記
桜
内
容
は
大
別
し
て
I
G
往
復
文
書、

U一
伝
票、

rEE、

，，‘

、EEJ

付
札
類、

m
習
君、

楽
書
類
の
3
種
に
な
る。

rEK
 

U
刀

こ
れ
に
は
官
司
の
差
出
す
公
文
書
と
個
人
の
解
・啓

状
が
ふ
く
ま
れ
る
o

，EEL
，，、

前
者
の
例
と
し
て
は、

図
書
寮
解
(
断
簡)
、

勅
旨
紙
を
打
つ
た
め
に
三
好
都
石

崎
等
を
召
喚
じ
て
い
る
某
司
符
(
差
出
官
司
は
第
四
等
官
が
出
と
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
峨
・

寮
の
官
司
で
あ
り、

内
容
上
紙
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら、

さ
ら

に
限
定
し
て、

こ
の
差
出
官
司
は
図
荒川
祭
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
て

某
府
移
(
上

半
欠)、

某
府
(
兵
術
府
カ
)

移
〈
充
所
山
ぷ
国
司、

削
府)、

某
牒
2
点、

某
郎

司
抑的、

装
解(
充
所
川
口
開
務
所
〉
な
ど
が
あ
り、

文
書
形
式
は
省
略
さ
れ
て
い
る

が、

召
喚
状
と
で
も
い
う
べ

き
も
の
が
兵
術
協川、

UHボ
寮
各
1
点
づ
L
あ
る。

こ
の

ほ
か
官
司
名
の
記
械
の
あ
る
も
の
を
一

括
し
て
あ
げ
る
と、

中
山初、

民
-m、

宮
内

の
3
省
が
各
1
点、

大
路
臓
が
4
点、

木
工
寮、

内
腕
司、

造
酒
司
が
各
1
点、
ず

つ
あ
る。

民
部
省
を
の
ぞ
い
て
こ
れ
ら
の
-R
司
が
い
ず
れ
も、

中
務、

宮
内
両
省

に
凶
係
し
た
も
の
で

あ
る
点
が
住
怠
さ
れ

る。

こ
の
点
は
川
土

地
点
の
性
絡
を
考
・摂

す
る
場
合
に
参
考
に

な
る。

さ
ら
こ
さ
き

某j仔修第2図

」
あ
げ
た
文
川
の
4LK

出
官
司
に
つ
い
て
み

丘(
術
府
の
も
の
が
数

点
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
無
視

で
き
な
い
。

誌
は
兵
衛
府
に

関
係
し
た
も
の
は、

右
の
も

の
以
外
に、

内
袋(
「
西
宮
」)

の
南
門、

角
川、

来

て

二、

三
門、

北
門、

北
府
な

ど
の
守
術
に
兵
衛
を
割
当
て

る
た
め
の
札
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
断
簡
類
あ
わ
せ
て
日

点
の
多
く
が
発
見
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る。

そ
れ
は
た
と

え
ば
左
の
よ
う
な
記
校
内
谷

を
も
っ
、

「

H
下
マ

、
鴨

西
宮
南
川
茨
山
下
九川
奈
林

荻
m
An
fa
人」

こ
れ
は
某
月
某
H
昼
あ
る
い
は
伎
の
凶
符
市
川
お
よ
び
向
門
の
守
術
は
円
下
部
以

下
5
人
の
兵
衛
が
あ
た
る。

人口
点
の
つ
レ
て
い
る
荻
凹
は、

下
を
下
番
と
解
す

な
ん
ら
か
の
事
的
で
需
を
下
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

(
口
絵

4 

る
と、

第 3 1刈 S I( 820土拡

る
と、

-)
 

禄
AV
集
解
に
よ
る
と、

兵
術
は
京
に
つ
め
る
6
ヶ
月
の
う
ち、

50
円
以
上
を

内
裂
の
門
術
需
に
の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
こ
な
っ
て
い
る
が
(
同
令
終
解
兵

術
条
古
記)
、

右
の
割
当
札
は
日
々
の
門
衛
を
割
り
ふ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

伺わ
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的m
U
次
平
城
・2
発
抑
制
衣
出
土
の
木
簡

し
、

こ

れ

が

川市

な

る

訓

当

札

で

な

い

こ

と

は
、

記

岐

リ羽

市恨

の

な

か

に

「

食

司

口

-

ト

マ

太

万

円凶

状
」

と

か
「

制

タ

料
」

と

あ

る

の

で

同

時

に
、

食

料

請

求

も

し

く
は

文
給

の

伝
裂
と
し

て
の

川

も

は

た

し

て

い

た

も

の

で

あ

ろ

う
。

兵

術

と

判

断

さ

れ

る

川

内

4

5

足
、

川

ロ

ュ
トl、，d
h、
、ノトと
4Tドr'Lt可 戸、

川寸
十rF4
Aノ
U~
dLF
ホTr副4uq
RM

が

2

山…

ほ

か

に

見

山

さ

れ

る

こ

と

も

参

照

さ

れ

る
。

ω
穴
∞
N
O

出
土
木
簡
の
な

か

で
、

兵

術

に

関

係

し

た

附
は 、
一
口
弘
と
も
に
大
き

な
低
位
を
山
め
て
お
り 、

さ

き

の

中

務
、

1
1
1
1

 

官
休ト
日
少し

関

係

の

も

の

と

併

せ

て
、

」

の

地

点

の

性

格

を

考

え

る

霊

前次

な

材

料

で

あ

る
。

(

表

1

参

照
)

附

人

の

啓

解

状

と

し

て
l主

サボ

称

状
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点

川

上

比

林
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状
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川

'K

足

枠
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兵

術
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前

大

舎

人

倭

出
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解

状
(

削
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、

民
間
作
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トコ山

へ

J

ず

れ
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J
'
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-
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山

口

伊

美

古

紺

糸

進

と

状

が

あ

る
。
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x

給
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の
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し
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は
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日
々
の
支
給
を
乃
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あ
げ
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間
以
の
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の
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し
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卸
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図
こ

か

げ

た

も
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が

あ
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欠
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な

ど

が

あ

り
、

お
そ
ら
く
附
入
伝
裂
と
お
も

わ

れ

る

も

の

に
、

(
表)
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口
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仙川町
田文

な

と

が

あ

る
。

こ

れ

ら

は
ん
N

h打

。-

吏

務

処

刑叫

に

つ

か

っ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る
。

こ

の

ほ

か

断

的

知

で

文

乃

の

断

片

を

つ

た

え

る

も

の

が

相

当

な

数

こ

の

ぎ

り
、

y c 
の

う
ち
人
名
記
峡
の

あ
る
も
の
，
』
工
、

兵

術

の 令長
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正
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二
三
a

l
l
­

-ノ
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」l
JL
41
」 l
rJ
lt
lL

術
的
問
赤
間以
郎
同
匝
郷
湖
鍬
十
日

|ヌ!5 

ほ
か、

真
一部
女
'

子
刀
自

五
十
上
女

蒋
円
女
・

子
奈
女

玉
放
女

大
津
女

な
ど
の
女
姓
名
(
釆
女
?〉
、

奈
良
王
・

管
原
王
・

玉
手
王
・

川
勢
王
な
ど
の
王

名
が
み
と
め
ら
れ
る

。

な
お 、

木
簡
所
枚
の
人

名
で

中
務
少
魚
池
悶
足
継
は
正
史

に

枚
せ
ら
れ
て
お
り
、

抗
日

本
紀
天
平
宝
字一
光

年
5
月
条
に

従
五

位
下
に

叙
せ
ら

れ
て
い
る
の

を
初
見
こ
、

天
平
宝
字
7

年
4
月
左
少
弁
に

征
ぜ
ら
れ
る
ま
で
5
回

み
え
て
い
る

。

、ZEd-

付
札
類
に
は、

調

世・
中
男
作
物
・

白
米
・

麦
な
ど
の
地
方
京
進
物

rIL
 

に
つ
け
ら
れ
た
荷
札
と
宮
内
で
保
廿
税
制批
用
に
つ
け
た
札
の
2
機
が
あ
る。

前
者
に
つ

い
て

現
在
確
認
で

き
る
総
点
数
は
H
S
点
で

あ
る。

内
訳
は
剥
が
町

点、

世
が
印
点、

中
川刀
作
物
が
8
点、

白
米

安
が
刊
点
で、

そ
の
い
ず
れ
に
属

す
る
か
不
明
で

あ
る
が
地
方
京
進
物
の

荷
札
と
推
定
で
き
る
も
の
が
加
点
か
ぞ
え

ら
れ
る
。

税
の

種
類
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
に
記
収
隊
式
が

認
め
ら
れ 、

調
に
つ
い

て
は、

賦
役
令
第
2
条
(
調
皆
川出
近
条)

の
規
定
に
よ
り、

国
間
車
戸
主
性
名、

貢
進
者
姓
名 、

京
進
物 、

数
品 、

年
月
日
が
記
さ
れ
る

。

但
し
戸
主
姓
名 、

国
名

な
ど
の
ゆ臼
附
さ
れ
る
こ
と
が
ま
L
あ
る
が、

こ
れ
は
簡
に
お
さ
め
ら
れ
る
文
字
数

に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
略
記
で
あ
る
場
合、

同
一

貫
進
者
の
荷
物
が
2
個

�i、"" 

周
防
国
大
仙川
町山
晴天
敢
郷
ん
海
阿

川市刀

仰旧州
出品
二
斗

以
上
こ
な
っ
た
際
三

方
を
省
附
し
て
汗
く
場
合
な
ど
の
略
法
で
あ
る。

正
倉
院

現
存
の

古
裂
銘
文
で

も
戸
主
姓
名
の

略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
数
点
認
め
ら
れ
る
こ

と
も
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う。

貫
道
物
の
数
量
に
つ
い
て
み
る
と、
正
f
I
J
相
当
訟
の
も
の
と 、
そ
の
%
に

あ
た
る
も
の
が
あ
る
。

%
は
次
丁
・

中
男
の
愉
立
で
は
な
い
か
ら
別
の
事
情
が
考

雌
さ
れ
る
必
要
が
あ
り、

た
ま
た
ま
今
回
の
木
簡
に、

同
年
度
同
一

人
質
逃
の
調

札
が
3
枚
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て、

%
設
は
正
丁
1
人
分
の
調
を
3
個
の
術
に
わ

け
て
包
装
し、

そ
れ
ぞ
れ
に
札
を
付
け
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る。

天
一平
日
年
伊
豆

国
正
税
帳
に
は、

調
飽
竪
魚
を山
貝
得
す
る
際
の
単
価
を
正
丁
1
人
輸
企
の
%
に
あ

た
る
日
斤
叩
同
(
H
稲
山
東)

で
表
わ
し
て
い
る
が、

こ
与
に
も
た
ま
た
ま
正
丁

l
人
の
調
を
3
箇
の
仰
に
つ
く
る
当
時
の
悩
行
が
示
さ
れ
て
い
る。

さ
ら
に
郷
盟
名
に
凶
し
て
は
倭
名
妙
に
み
あ
た
ら
な
い
も
の
が
数
点
あ
る
し、

郷
旦
併
記
の
附
で
年
時
の
明
ら
か
な
も
の
は、

神
色
4
年
か
ら
天
平
元
年
ま
で
の

聞
に

限
ら
れ
る

。

貢
進
物
は

胤
が

多
く 、

ほ
か

波
奈
佐
久
(
9・)
、

堅 一

魚 、

飽
竪

魚、

腕 、
批
経
娘 、
海
松 、

鍬、

綿
な
ど
で
あ
り 、

海
産
物
は
全
国
各
地

か
ら 、

鍬
は
備
前
・

倫
中
・

術
後
か
ら、

綿
は
西
海
道
6
ヶ
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
貢
上
さ
れ



て
い
る 。
糾
は
い
ず
れ
も
4
同
1

屯
包
で
50
屯
ご
と
の
仰
に
つ
け

れ
て
お
り 、

京
進
主
体
は
郎
で
あ
る 。
筑
紫
の
綿
は
万
柴
山米
に
も-」
れ
を
円以
し
た
も
の
が
あ
り

(ωω白) 、

正
史
に
も
木
繁
附
か
ら
綿
を
只
上
さ
せ
た
資
料
は
多
い 。

瓦
進
年
時

は 、
ほ
か
の
地
方
只
進
物
の
大
多
数
が
天
平
口
年
か
ら
一大
平
四
年
ま
で
の
も
の
で

あ
る
の
に
対
し 、

長
老
2

年
か
ら
天
平
3
年
ま
で
と一
時
期
さ
か
の
ぼ
る 。
こ
れ

は
し
か
し 、
制
が
府
開
に
納
め
た
年
時
を ・
が
す
も
の
で
あ
る
か
ら 、
京
州
に
は
い

っ
た
年
時
は
判
別
し
な
い
が 、
天
平
四
年
を
下
る
こ
と
が
な
い
と
し
て 、
天
平
凶

作
正
月
か
ら
汀
年
6
川
に
お
よ
ぶ
木
山学
府
廃
止
の

時
期
が
何
ら
か
そ
れ
に
関
係
が

あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る 。
府
の
い庇
止
に
よ
り
府
出
物
は
筑
前
国
司
に
付
託
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が 、
そ
の
ご
一
部
が
京
仰
に
迎
進
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う

か 。

糾
と
と
も
に
只
進
白
例
人
名
が
山別
記
さ
れ
ず 、
出
郷
単
位
に
μ
逆
さ
れ
て
い
る

も
の
に
鍬
が
あ
る 。
賦
役
令
の
規
・心ん
で
は
正
7
1

人
3
口
と
な
っ
て
い
る
が 、
向

札
は 、
m
μ
ご
と
に
つ
け
ら
れ 、
川川
小
判以
伐
川州
大
井
郷
か
ら
の
も
の
と
般'ん
さ
れ

る
「
大
井
鰍
十
u」
と
附
-記
さ
れ
た
札
も
あ
る 。

以
上
調
物
に
つ
い
て
み
る
と 、
一制
を
の
ぞ
い
て
は
い
ず
れ
も
肌
役
令
却
1

条
脱

定
の
調
純
物
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
あ
た
る 。

な
お 、
同
張
岡
村
多
郎
の
制
組
札
に
は
年
月
u
の
下
こ

郷
長
の
署
名
の
あ
る
も

m
m
次
平
城J
C山
発
抑
制
査
山
土
の
木
簡

0) 
11'、

点
作
す
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く 。

つ
ぎ
に
世
札
で
あ
る
が 、
断
問
削酬
を
あ
わ
せ
た
総
点
数
印
点
の
う
ら 、
3
1
1

 

制
点
・刀

参
川
回
帰一
以
郎
篠
山

川判
的
(
佐
久
崎)
か
ら
の
も
の
で
あ
る 。

も

は
し
め

L
:
、

c、
1、

，Z
て
L品川
L
・刀

間
9
川
の
も
の
が
あ
り 、
ほ
か
の
的
札
の
年
時
が
天

ギ
ロ
年
か
ら
四
年
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
な
ら 、
て
血l
凶
作
も
し

く
は
そ
れ
に
近
い
年
叫
の
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。
只
進
物
は
大
半
が

佐
米
で
ほ
か
こ

亦
魚 、
円十
波
加
が
名
1

点
づ

あ
る o
n
進
月
は
・亦
飢
の
正
月
を

こ
れ
は
お
そ
ら
く
佐
米

な
か
で
も
5・
7
両
月
が
多
い
の
は 、
節

バ
只
上
と
い
う
が
仙
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る 。
川
崎
の
海
却
は
所
訓
世
人
で
あ
り 、

の
ぞ
い
て
は 、
5・
6

7

8
月
に
柴
小
し
て
お
り 、

の
ぬ
般
的
則
を一
川
す
の
で
あ
ろ
う
が 、

小
叶い
伊
勢
判
官
似
と
な
っ
た'」
れ
ら
の
・川
々
工 、

奈
良
時
代，
JM
主
主
所
飢
と
し

点 、
常
陸
が
2
点
を
か
ぞ
え 、

世一以
進
国
は
ほ
か
に
武
械
が
4

京
海
道
に
多
く
み
ら
れ
る
点
も
抗
立
し
て
お
い
て

て
世
只
進
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ぞ
う 。

よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う 。
μ
進
物
は
若
海
泌
が
多
く 、
戸、
コ
ま 、
l可

く
可斗e

uuy
L七

Y
O
{
ヵ.2 .
叶4
I
，耳打1

鮮
な
ど
で
あ
る 。

中
山
作
物
は
参
川 、
辿
江
(
2
山
口

、
越

伊
与
の
6
ヶ
国

堅
魚 、
館、

'白川円
札令。 、

L引H-JI

美
作 、

か
ら
郎
あ
る
い
は
郷
単
位
に
山
さ
れ
て
い
る 。
貢
進
物
は 、
，q
擬 、

出
断 、
時
な
ど
で
あ
る 。

|記i6 

越
中
川
羽
咋
閉山・
中
山刈
作
物
創
立
的
位

'イ-3

7 
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白
米
に
つ
い
て
は

、

買
進
者
側
tf
名
が

明
記
さ
れ
て
い

る
も
の

と 、

個
』/
名
が

記
さ
れ
ず
国
郡
郷
で
記
減
の
完
結
し
て
い

る
も
の
の
2

様
が

あ
る。
い

ず
れ
も
5

斗
ご
と
の
荷
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る。
白
米
は、
2
月
9
日
の
日
付
を
も
つ

も
の
が

あ
り 、

正
月
か
ら
8
月
の

刷
に

買
上
す
る

巷
米
の

迎
京
時
期
に

合
致
す
る

こ

と
〈
回
令
番
米
連
京
粂
)

、

ま
た
貢
進
国
が

阿
披
を
の

ぞ
い
て
は

延
喜
民
部
式

所
載
の
巻
米
貢
進
国
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら、
審
米
と
推
定
し
て
誤
り
な
か
ろ
う。

麦
は

単
に

「
進
上
」

と
あ
る
の

と
「
官
交
易
」
と
さ
れ
て
い
る
の
と
2

頓
あ
る
が

、

後
者
に
つ
い
て
は

、

天
平
9

年
和
泉
監
正
税
帳
の

「
納
民
部
省
年
料
交
易
麦
磁
削

付
校
二
附

裏側
捌
姶
束
…州
矧」
と
あ
る
の
が
仰
せ
参
照
さ
れ
る。

以
上
地
方
京
進
物
の

利
札
に
つ
い
て
大
要
を
記
し
た
が 、

右
に

あ
げ
た
も
の
の

ほ
か
に
も
国
郡
郷
名
を
附附
記
し
た
も
の
で

、

諸
国
か
ら
の
荷
札
と
推
定
で
き
る
も

の
が
数
点
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く。

つ

ぎ
に

宮
内
の

保
管
挫
理
用
の

付
札
に
つ
い
て
x

あ
る
が

、

折
樹 、

長
樹 、

館 、

火
腕
な
ど
の

器
物
類
に
つ

け
た
も
の

、

御
取
飽 、

生
娘 、

鮒 、

麻
須 、

嶋
呑
な
ど

に
つ

け
た

小
形
の

も
の

、

こ
の
ま

か

織
物
こ

つ

け
た

小
片
の

付
札
が
お
点
あ
り 、

第
7

図

阿
波
間
板
野
郎
弁
限
戸
主
波
多
マ
足
人
戸

楽
人
州品
目
白
米
五
斗

織
物
を
い

れ
た

航
に
つ

け
た
も
の
が
5

点
あ
る
。

織
物
は

色
+

材
料
で

あ
ら
わ
さ

れ 、

色
調
で

大
半
を
占
め
る
の
は

緑
で
こ
れ
に
白 、

浅
〈
部)

、

中 、

黒
の
4

種

が

あ
り 、

ほ
か
に

育 、

摂
が

あ
る
。

材
料
は

糸 、

縦 、

綾 、

施
、

東
維 、

制
施

、

交

紗
織、

絹
な
ど
各
種
に
わ
た
る。
衣
服
令
制
服
の
規
定
で
は、
緑
衣
な
ら
ば
6
位、

7
位
の
衣
服
で
あ
る
が 、

こ
の
な
か
に

「
御
服
」

の
文
言
が
み
え
る
こ
と
は 、

こ

れ
ら
を
使
用
し
た
身
分
を
推
定
す
る
の
に

参
考
に
な
る。

、44JM

こ
の
類
は
今
回
出
土
の
簡
で
は
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
る。
総
点
数
の

fEK
 

半
数
を
し
め
る
削
り
屑
の
内
容
は
ほ
と
ん
と
が
こ
れ
に
屈
す
る。
同
じ
文
字
を
書

き
つ

ら
ね
た

も
の、

同
じ
偏
の
も
の
を
占
き
あ
げ
た
も
の

、

向
田
も
削
り
と
っ

て
2

重
3
重
に
習
古
し
た
も
の
も
あ
る。
習
内
の
手
本
と
な
っ
た
と
お
も
わ
れ
る

「
文
選
巻
第
口」
と
記
し
た
筒、

{子
類
を
み
て
mu
き
出
し
た
と
推
定
さ
れ
る
「
羊

蹄
」

「
鴨
頭
草
」

な
ど
革
名
の
み
え
る
筒、
「
莫
胤
読
古
云
々
」

と
説
告
を
お
こ

た
る
こ
と
を
戒
め
た
文
言
の
み
え
る
も
の
も
あ
る。
「
出
格
権
大
」
「
腸
断
惜
風
長

於
也」
の
字
句
や
筆
の
す
さ
び
に
書
い
た
人
物
絵
や
烏
の
絵
も
お
も
し
ろ
い。
「
立

夜
志
己
々

目
的日
」

、

「
津
玖
余
々

美
{子
我
礼
」

な
ど
万
葉
仮
名
を
記
し
た

簡
も
あ

り 、

国
語
史
上

武
重
な
資
料
と
お

も
わ
れ
る

。

(
狩
野

図

田
口
之
比
等

等
々
流
万
毛

な
夜
志
コ]
々

円白
川口
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